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1 はじめに 
現在，耐震に関する様々な実験が行われており，

座屈拘束ブレース材の実験は精力的に進められてい

る 1)．しかし，座屈拘束ブレース材と橋梁主部材と

の接合部に着目した実験は少ない．そこで，本研究

では座屈拘束ブレース材を，接合部のガセット部ま

でをモデル化して，座屈拘束ブレースが所定のエネ

ルギー吸収性能を発揮させるために必要なガセット

部補強の必要性について，実験により検討を行った． 
2 実験供試体の概要 
本研究では，図 1 に示すような座屈拘束ブレース

を同一諸元とし，そのブレースを橋梁主部材と取り

合うためのガセット形状として，一般的なガセット

と，面外変形を防止する目的でリブ補強したガセッ

トの 2 種類を用いて，引張り，圧縮の繰り返し載荷

実験を行った．  
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図 1 ブレース材 

実験は図2に示すように大型構造実験フレーム内に，

座屈拘束ブレース材とガセットを M20(F10T)の高力

ボルト接合によって設置した．ブレース両端の一方

は，フレームに完全固定し，もう一方は，ブレース

部材の軸線方向に，±500mm のストロークを持つ

2000kN油圧ジャッキと固定されており，変位制御に

よって繰り返し軸圧縮，引張力を与えた．  

 
図 2 繰り返し載荷実験状況 

3 ガセット補強 
・無補強ガセット 

図 3 に示すように，ガセットにブレース材接合部

の十字断面と取り合うためのリブが設置されている． 
・補強ガセット 

図 4 に示すように，無補強ガセットの端部に，軸

力に対して，斜め方向に長方形の補強リブ(板厚

10mm，幅 100mm，奥行き 165mm)を溶接で取り付け

たものである．  

 
図 3 無補強ガセット    図 4 補強ガセット 

4 実験方法 
座屈拘束ブレースの要求性能として，安定した塑

性変形性能がある．この実験では，ブレース材の平

均応答軸ひずみ 3%を目標として，繰り返し圧縮，引

張力を，降伏変位を漸増させることで与えた．実験

供試体に使用した鋼材はブレース材，ガセット部と

もに SM400A である．材料試験により，降伏応力

σy=283MPa，ヤング率 E=203GPa などの材料定数を

求めた．降伏変位 δyは，図 1 のブレース材平坦区間

長(1375mm)に降伏ひずみを乗じて算出した値を基

準として，δy＝1.95mmとなる． 
5 実験結果 
ここでは，限られた紙面の都合から，ブレース材の

繰り返し荷重－変位履歴のみを示す．ガセット補強

の有無による，ブレース材の塑性変形性能の違いを

示す．荷重－変位関係を，無補強ガセット，補強ガ

セットについて図 5 および図 6 に示す．図の縦軸は

降伏荷重 Pｙ，横軸は降伏軸方向変位 δyでそれぞれ無

次元化している． 
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図 5 荷重－変位関係(無補強ガセット) 
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図 6 荷重－変位関係(補強ガセット) 

無補強ガセットでは，±2δyの変形性能を満たすこと

が出来なかった．ガセット部に面外たわみが生じ，

－2δyに到達する以前に，ブレース材端部に曲げが生

じ図 7のように座屈して崩壊に至った． 
一方で，補強ガセットでは，無補強ガセットに比

べ安定した履歴曲線を得られ，±25δy の塑性変形を

十分に発揮して，最終的にはブレース材中心部付近

で破断した．ガセット端部リブ補強の効果が得られ，

ガセット面外たわみが一定の値で収束したことによ

り，無補強ガセットのような面外方向たわみを起因

とした局部座屈は発生しなかった．図 8 に実験終了

後のガセットの状況を示す．目視による変形などの

損傷はなく，健全な状態を保つことが確認された． 

 

図 7 ブレース材端部の座屈 

 
図 8 実験後の補強ガセット 

6 おわりに 
座屈拘束ブレースが要求性能を発揮するためには，

その前提としてガセットが，ブレース部材に作用す

る降伏荷重の 2 倍程度の繰り返し軸力を確実に伝達

し，健全な状態であることが求められる． 
この実験では，無補強ガセットでは座屈拘束ブレ

ース材本体の塑性変形以前にガセットが破壊したた

め，座屈拘束ブレース材の性能を発揮できないこと

が確認された．一方で，補強ガセットではブレース

に要求される塑性変形性能を十分に発揮させること

が出来た．ガセット補強の必要性と，その効果につ

いて一定の成果が得られたものと考える．補強リブ

設置については，今後さらに実験的な検討を継続し

て進める予定である． 
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